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その人、権限ありますか?

【質問】建設会社の社長をしています。工事を

受注し現場に入り、現場監督さん(元請会社

の)から、予定された工事とは別の工事も対応

してほしい、と依頼がありました。そ乙で私は

i 1 00万円なら対応します」と話したところ、

現場監督さんから、それでいいから至急取りか

かつてくれ、と言われました。現場監督さんに、

元請会社名義の注文金額を書いた念書を作成し

てもらい、指示通り工事を完成させました。し

かし、工事完成後に元請会社に 100万円を請

求したととろ、元請会社から、現場監督には契

約を結ぶ権限はない、 50万円しか払えない、

と断られたのです。どうしても納得できません。

【回答】①原則、社長(代表取締役)と話をせよ

今回の元話会社のように、担当者の無権限を

理由に契約を反故にされるケースがたまにあり

ます。法人と契約を締結するとき、 一体誰と話

をすればいいのでしょうか? 大原則は、会社

の社長(代表取締役)です。

法人登記簿謄本を調べれば、代表取締役が分

かりますので、その人と契約交渉しましょう。

口頭で合意するにせよ、書面を取り交わすにせ

よ、契約を締結するときは、必ず「代表取締役」

を相手にするのです。なぜなら、代表取締役は

いかなる場合も法人の代表者として権限を持っ

ているからです。

他方、その他の取締役や従業員は、代表取締

役から権限を与えられれば、契約を締結できま

すが、権限を与えられなければ、契約締結でき
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ません。代表取締役が、どの取締役や従業員に、

いかなる権限を与えているか、必ずしも分から

ないため、心配ならば、代表取締役と話をして

下さい。

また、自分の部下に対しても、代表取締役を

相手にするよう、きちんと教えておく必要があ

ります。事例の現場監督のように、権限がない

人と合意しでも、相手方会社に契約の効力を対

抗できず、無意味となります。

特に相手方会社と初めて取引をする場合、会

社内での権限の定めが全く分からないのですか

ら、確実に権限があると確認がとれない限り、

契約してはいけません。

②契約締結権限が誰にあるか明確に伝えよう

逆に、権限のない自社従業員が、取引先に迫

られて、勝手な約束をしないように、取引先等

に対して、従業員に金銭に関する権限はない、

と事前に通知しておく工夫も考えられます。

実際の例ですが、気弱な現場監督が、下請業

者から迫られて、工事代金を勝手に増額したり、

勝手に発注してしまった、ということがありま

した。当然、現場の従業員に対して、勝手な合

意をするな、と指導することも重要ですが、最

初から、取引先に対し、この現場の従業員には

契約締結権限はない、代表者の自分しか契約締

結権限がない、とメールなどで通知しておけば、

余計なトラブルを避けられるでしょう。

例えば、会社から取引先に出す注文書等に、

契約締結担当者を代表者と指定しておく等すれ

ば¥他の従業員と勝手に交渉はしないでしょう。

仮に交渉しても無効となります。


